
【情報提供のあり方】

バス利用者からは“複数のバス会社の情報を一括して見たい”“バスや鉄道など複

数の交通機関を合わせた検索がしたい”といった要望があげられています。

また、バス事業者からも利用者利便の面から複数事業者の情報を総合的に提供

することの有効性を指摘しています。

複数事業者の情報を総合的に提供することが
求められています

利用者及び事業者ニーズの高い複数事業者情報の統合的提供を可能にするため

には、バス利用情報の標準化(電子データの標準データフォーマット化)を図ることが極め

て重要です。

情報提供には標準データフォーマット化が重要です

利用者からは複数事業者の情報を一括して提供することの利便性が高く評価され、そのような情
報提供に対する要望が強くなっています。

【複数事業者共同での情報提供について】

事業者の立場から見ても、複数事業者の情報を総合的に提供することの有効性は認められています。

個々の事業者が独自に整備
することが望ましい

複数事業者の情報を一括してサービス
することが望ましい

複数交通機関を合わせた検索機能を整備
することが望ましい

他都市についても、同一手順で情報検索
できることが望ましい

全国の交通機関について情報検索
できることが望ましい

その他
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利用者利便の面から複数社の情報を総合的に提供することは有効である

自社ホームページでも独自に情報を提供しており総合的に提供することの有効性は少ない

どちらともいえない

出典：「総合交通情報提供ネットワークの構築のための調査」平成１３年３月 
　　 （財）運輸政策研究機構

出典：「道路運送の運行管理システム等の国際標準化の動向等に関する調査（バス輸送分野）」平成１４年３月
�　   （財）運輸政策研究機構
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